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月面における炭素含有物の衝突過程形成の研究
Study of carbon-bearing materials formed by impact process on the Moon
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はじめに：
太陽系（地球型惑星天体）において、大気ガスや海水を持つ惑星と月などの大気圏を持たない天体での揮発性炭素を

含有する物質を統一的に研究することが必要である。最近筆者は、大気や海水天体の有無とそれらの炭素含有物質から
の統一的な観点から研究を行っている [1-4]。本件では、炭素含有物の衝突過程形成を、大気圏を持たない天体（月・小
惑星・水星）において、特に月面について報告する [3]。

月の揮発性元素:
微細なダスト粒子から合体成長して天体サイズになる過程で、揮発性元素は月にも一般的に残存する。しかし月は火

星惑星サイズに近いが、特異な衝突散逸過程で揮発性物質が生成時に残存できなかったと考えられる [1-3]。

炭酸ガス大気生成の問題点：
水蒸気は冷却すると常温液体相になる。しかし炭酸ガス大気は冷却しても常温でも気体状態であるため、高温大気を

実験を行い [2,3]、何かに取り込まない限りそのままであることが分かる。その意味で、火星や金星の炭酸ガスも液体相
の存在（既存）が前提になると、全球的海水圏の形成は困難となる [3]。したがって月は、内部に炭素含有揮発物が残存
している天体である [3]。

月面の炭素含有物質の形成：
月は大気圏を持たない天体なので、直接に月面に炭素物質が大気圏と地表衝突による二段炭素ガス形成ができないた

め、分離炭素粒子の高圧系の二段階成長ができにくい [3]。内部に局在する（初生的と大気惑星破片起源の）微量炭素含
有物が継続的隕石衝突で粗大化が表層内部で可能である。月面の炭素含有物は、衝撃波過程が関与した炭素含有物（ガ
ラス、炭素、炭化物、炭酸塩など）であるが微量局在したものを成長することが今後可能である [1-3]。

月面の海水圏の問題：
大気圏のある惑星（火星・金星）で海水圏を形成することは全球的に一般的に困難であるが、方法論的には二過程が

起これば可能である [3]。それに比べて、大気圏の無い月面（水星、小惑星）での海水圏形成は全球的には更にもっと困
難であるが、効果的な方法（天然と人工的）で大気圏をまず形成できた場合は将来的に可能な提案ができる [3]。　

まとめ：
1)月などの天体に大気圏や海水圏を形成することを、炭素含有物質作成法の実験成果から考察した。
2)炭酸ガス大気は、高温状態でも減少または低温化することが、室内実験可能である。
3)月面では分離した炭素含有粒子がガラス、炭素、炭化物、炭酸塩などに含まれ、隕石衝突の継続でマクロ成長が可

能である。
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